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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 1 地区名

事業名 農地環境整備事業

地区名 鴫谷地地区 （しぎのやち） 整理番号 1

対象地域 上山市

計画 村山総合支庁農村計画課

事業 村山総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成13年度～平成16年度

事業年度 平成17年度～平成22年度

施設名 施設名 生態系保全施設 施設名

構造・量 保全池 A=0.1ha 構造・量 石積み水路 L=1.5km 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

鴫谷地地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

中山間地の環境や生態系に配慮した基盤整備

活動の目標
（何をどうする）

本地区は中山間地に位置し、急峻で小面積の農地が多く、道水路が未整備で、耕作放棄地が点在してい
たため、雑草の繁茂や病害虫発生などによる農作物被害や、担い手農家の育成、施設の維持管理などへ支
障をきたしていた。本事業により、生産基盤を一体的に整備し、耕作放棄地解消と優良農地確保を図り、
花卉生産などの地域特性を生かした農業を推進するものである。

生態系に配慮した水路の整備および生態系保全空間の整備を行うことにより、自然環境との調和に配慮す
る

担当公所

区画整理 A=26.3ha　    湧水処理工 A=12.0ha
道路工 L=5.5km          生態系保全施設 A=0.1ha
用水路工 L=7.4km

事業内容

生態系保全施設

事業年度

施設整備

○ ワークショップの様子（H18）

○ 「われらが探検隊」によるいきも
の観察（H15）

○ 標本作成（H16）

○ ワークショップによる保全池の検
討（H19）

○ いきものマップの作成（H17）

○ カキツバタ等の一時避難（H20）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 1 地区名 鴫谷地地区

団 体 名：
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

活動の自己評価

活動の成果

関連団体

関連団体の
ホームページ

○ 保全活動をとおし地元住民の環境配慮への意識が高まり、環境配慮施設の適正な維持管理はもとより、
施設周辺の植栽等をこれからも継続して行って散策道を整備するなどの活動へ発展している。

○ 生態系保全施設に関するワークショップを2ヵ年にわたって行ったことにより、地区住民が施設に求め
るイメージが明確になるとともに、施設の配置計画がより具体的になり、平成20年度から施設整備が可能
になった。
○ 地区内で発生する大量の転石の有効利用を図るため石積水路を採用したが、イワナの遡上調査では効果
が確認され生態系への配慮の面でも有効な工法であることが確認された。
○ 地区住民が主体になり、平成18年度から小倉地区の生態系について学習活動と保護・保全活動を続け
てきたことにより、自然環境保全に対する知識と意識が醸成された。
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 2 地区名

事業名 ため池等整備事業

地区名 小松原大沼地区 （こまつばらおおぬま） 整理番号 2

対象地域 山形市

計画 村山総合支庁農村計画課

事業 村山総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成16年度～平成17年度

事業年度 平成18年度～平成23年度

施設名 施設名 施設名

構造・量 石積み水路 構造・量 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

施設整備

生態系配慮型水路

小松原大沼地区

ため池　１箇所
・堤体工　１式
・取水施設工　１式

・洪水吐工　1式
・石積水路工　1式
・防護柵工　１式

・蔵王みはらしの丘「ミュージアムパーク」と一体的に、隣接する小松原大沼を「なつかしの水辺空間」
として保全、創成する。

・地域住民の意見等を反映した環境、生態系、景観に配慮した整備
・取り組みを通じて、関係団体の管理や環境に対する理解の促進を図り、地域の活性化を促す

Ｌ＝79ｍ

・ため池周辺の整備方針に基づく工事実施
・これからの管理体制等の検討

担当公所

事業内容

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

事業年度

活動の目標
（何をどうする）

○ため池に落ちても階段で上がれる
よう護岸の構造に配慮

○生き物調査（H17） ○外来魚駆除釣り大会
（H18.10.14）

○在来魚の救出
(H21.7.31）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 2 地区名 小松原大沼地区

団 体 名：
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

○ ワークショップ開催時は、地元地権者のほか、地元の子供、母親等より多数の参加をいただき、地域の
総意として集約している。

H17,18等のワークショップの結果をもとに、地域住民、行政の意向を反映した整備を実施した。活動の成果

○ 小松原大沼の基本構想は、ワークショップを開催し提案内容をまとめ、行政、住民等の役割分担も行っ
た。

関連団体

関連団体の
ホームページ

活動の自己評価
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 3 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業（面的集積型）

地区名 新西地区 （しんにし） 整理番号 3

対象地域 村山市

計画 村山総合支庁農村計画課

事業 村山総合支庁北村山農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成21年度～平成22年度

事業年度 平成23年度～平成28年度

施設名 施設名 施設名

構造・量 Ａ＝０．３ｈａ 構造・量 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

担当公所

事業内容

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

・区域内及び周辺に生息する動植物の保全

新西地区

整地工A=43.4ha
道路工L=4.9km
用水路工L=11.5km

排水路工L=7.8km
暗渠排水工A=43.4ha

将来の農業生産を担う効率的かつ安定的な経営体を育成し、これらの経営体が農業生産の相当部分を担
う農業構造を確立するため、必要となる生産基盤の整備と経営体の育成を一体的に実施する。優良農地を
将来にわたり適切に維持・保全することで、食料自給率の向上、農業の多面的機能の十分な発揮を図る。

・区域内及び周辺に生息する希少な動植物の保全
・取組を通じて、地元住民の農業や環境に対する理解の促進を図り、地域の活性化を促す

施設整備

環境保全空間

事業年度

活動の目標
（何をどうする）

○ 地区周辺の環境調査の実施（村山
農業高校と連携）
（H22.8.2）

○ 地区周辺の環境調査の実施（村山
農業高校と連携）
（H21.8.10,20）

○ 地区周辺の環境調査の実施（村山
農業高校と連携）
（H21.8.10,20）

○ 地区周辺の環境調査の実施（村山
農業高校と連携）
（H22.8.2）

○ 環境情報協議会において、地区の
環境について再認識した。
（H21.12.11）

○ 環境情報協議会委員（地区代表
者）と共に地区の環境を現地で確認
（H22.8.2）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 3 地区名 新西地区

団 体 名： 山形県立村山農業高等学校
連 絡 先： 山形県村山市楯岡北町一丁目３－３
Ｔ Ｅ Ｌ： ０２３７－５５－２５３８

掲載内容： 学校紹介等 http://www.murayama-ah.ed.jp/

地区概要図

○地区周辺において、動植物の生息調査を行った結果を受けて、じゅんさい沼に近接する区域を計画区域
から除外し、生態系配慮区域として保全する計画とした。

活動の成果

関連団体

関連団体の
ホームページ

活動の自己評価

下堤

じゅんさい沼
生態系配慮区域
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 4 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業（面的集積型）

地区名 西郷名取地区 （にしごうなとり） 整理番号 4

対象地域 村山市

計画 村山総合支庁農村計画課

事業 村山総合支庁北村山農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成21年度～平成22年度

事業年度 平成23年度～平成30年度

施設名 施設名 施設名

構造・量 護岸整備　１式 構造・量 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

担当公所

事業内容

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

区域内に生息する生物の保護
うるおいとやすらぎのある生活環境の整備

西郷名取地区

整地工A=115.4ha
道路工L=12.4km
用水路工L=13.2km

排水路工L=16.5km、
暗渠排水工A=115.4ha

将来の農業生産を担う効率的かつ安定的な経営体を育成し、これらの経営体が農業生産の相当部分を担
う農業構造を確立するため、必要となる生産基盤の整備と経営体の育成を一体的に実施する。優良農地を
将来にわたり適切に維持・保全することで、食料自給率の向上、農業の多面的機能の十分な発揮を図る。

・地域住民参加による環境や生態系、景観に配慮した整備
・取組を通じて、地元住民の農業や環境に対する理解の促進を図り、地域の活性化を促す

施設整備

親水空間（ため池）

事業年度

活動の目標
（何をどうする）

○ 環境調査の実施（村山農業高校と
連携）（H21.6.16）

○ 環境調査の実施（村山農業高校と
連携）（H21.6.16）

○ 環境調査の実施（村山農業高校と
連携）（H21.6.16）

○ 地域住民共同による中原ため池の
管理（ため池周辺の草刈り）
（H22.8.22）

○ 環境調査の実施（村山農業高校と
連携）（H21.6.16）

○事業説明会において、環境配慮内
容を説明（H22年度）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 4 地区名 西郷名取地区

団 体 名：
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

○地区内に親水空間として利用・管理されているため池があることが確認できた。

○地元の高校生および住民が参加した生き物調査を行うことにより、地域に生息する生き物についての理
解を深めることができた。

○事業説明会や生き物調査の結果をもとに、地域住民の意向を反映し、環境・景観に配慮しつつ維持管理
を考慮した整備計画を立てることができた。

活動の成果

関連団体

関連団体の
ホームページ

活動の自己評価
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 5 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 鮭川左岸地区 （さけかわさがん） 整理番号 5

対象地域 鮭川村

計画 最上総合支庁農村計画課

事業 最上総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成12年度～平成13年度

事業年度 平成14年度～平成23年度

施設名 施設名 環境保全空間 施設名 生態系配慮

構造・量 ｺﾝｸﾘｰﾄ水路L=100ｍ 構造・量 農村公園　１ヵ所 構造・量 区画整理A=26.7ha

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

鮭川左岸地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

区域内に生息する生物の保護
うるおいとやすらぎのある生活環境の整備

活動の目標
（何をどうする）

将来の農業生産を担う効率的かつ安定的な経営体を育成し、これらの経営体が農業生産の相当部分を担
う農業構造を確立するため、必要となる生産基盤及び生活環境の整備と経営体の育成を一体的に実施す
る。優良農地を将来にわたり適切に維持・保全することで、食料自給率の向上、農業の多面的機能の十分
な発揮を図る。

・地域住民参加による環境や生態系、景観に配慮した整備
・取組を通じて、地元住民の農業や環境に対する理解の促進を図り、地域の活性化を促す

担当公所

区画整理　A=163ha

事業内容

事業年度

施設整備

生態系配慮型水路

水路底に土砂溜め部分
を設けた

白髭沼と周辺環境の整
備

対象植物が自生してい
る法面を地区除外

○ 地元住民による雪囲いを設置し維持管
理を行った。（H22.12）

○メダカのお引越しin鮭川左岸2009 の
実施（H21.8.27）
参加：鮭川小・大豊小

○メダカのお引越しin鮭川左岸2009 の
実施（H21.8.27）
参加：鮭川小・大豊小

○メダカのお引越しin鮭川左岸2009 の
実施（H21.8.27）
参加：鮭川小・大豊小
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 5 地区名 鮭川左岸地区

団 体 名：
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

白髭沼について、近隣自治会による今後の維持管理の体制をどのように行っていくかなどの検討が行わ
れるようになってきた。

活動の成果

関連団体

関連団体の
ホームページ

○メダカの引越し作業と共に、小学生手作りの白髭沼の伝説等を紹介する看板が設置された。
○仮設池から白髭沼へ魚類引越し作業後、生息が確認されている。

活動の自己評価

○魚類調査や引越し作業を通して、地元自治会のほか、地元の子供から関心を持ってもらうことができ
た。

鮭川左岸地区

白髭沼

現　況

住民参加の整備構想図

整　備

メダカ放流
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 6 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 上野地区 （うえの） 整理番号 6

対象地域 新庄市本合海

計画 最上総合支庁農村計画課

事業 最上総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成18年度～平成19年度

事業年度 平成20年度～平成24年度

施設名 施設名 施設名

構造・量 石積護岸Ｌ＝300ｍ 構造・量 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

上野地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

ホタルが舞う環境の整備

活動の目標
（何をどうする）

将来の農業生産を担う効率的かつ安定的な経営体を育成し、これらの経営体が農業生産の相当部分を担
う農業構造を確立するため、必要となる生産基盤及び生活環境の整備と経営体の育成を一体的に実施す
る。優良農地を将来にわたり適切に維持・保全することで、食料自給率の向上、農業の多面的機能の十分
な発揮を図る。

・地区内の動植物生息調査を実施し、地域環境を確認して保全活動を促す。
・子供たちが自然観察できる生態系保全施設を整備する。
・低農薬栽培を推進し、環境にやさしい農業の展開につなげる。

担当公所

水路Ｌ＝300ｍ
区画整理A=54.8ha

事業内容

事業年度

施設整備

生態系配慮型水路

○ ワークショップ（H19.7.25）
調査マップ発表

○生き物調査（H19.6.10） ○ 生き物調査（H19.9.25）
山形新聞に掲載

○ 高校生による測量（H21.6）

○ ワークショップ（H19.07.25）
調査マップ作成

○ 高校生による測量（H21.12）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 6 地区名 上野地区

団 体 名：
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

関連団体

関連団体の
ホームページ

○ 生き物調査結果に基づきワークショップを行い、生態系保全等の具体的な整備計画を作成し、地元が求
めている計画内容に仕上げられた。

活動の自己評価

○ 「飛び出せ高校生技能実習地域協働事業」を活用し、生き物調査や生態系保全水路の測量を行い設計に
反映する取組みは、高く評価できる。

○地域住民が周辺に生息する動植物について関心を持つようになった。

○ほ場整備完了後は低農薬栽培や無農薬栽培の展開を図ることとなり、環境にやさしい農業への取組契機
となった。

活動の成果

用水路

用水路

排水路

排水路
（地区外への排水路）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 7 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 福寿野地区 （ふくじゅの） 整理番号 7

対象地域 舟形町

計画 最上総合支庁農村計画課

事業 最上総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成20年度～平成21年度

事業年度 平成22年度～平成26年度

施設名 施設名 施設名

構造・量 排水路　L＝212ｍ 構造・量 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

福寿野地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

区域内に生息する生物の保護
うるおいとやすらぎのある生活環境の整備

活動の目標
（何をどうする）

将来の農業生産を担う効率的かつ安定的な経営体を育成し、これらの経営体が農業生産の相当部分を担
う農業構造を確立するため、必要となる生産基盤及び生活環境の整備と経営体の育成を一体的に実施す
る。優良農地を将来にわたり適切に維持・保全することで、食料自給率の向上、農業の多面的機能の十分
な発揮を図る。

・地域住民参加による環境や生態系、景観に配慮した整備
・取組を通じて、地元住民の農業や環境に対する理解の促進を図り、地域の活性化を促す

担当公所

区画整理　A=２１．２　ha

事業内容

事業年度

施設整備

生態系配慮型水路

○ 高校生による地区内の動植物調査
（H18.7.25）

○ 地区内の動植物調査（H22.7.7）
参加者：高校生（5名）、教諭（1名）
中学生（5名）、地元関係者

○  高校生による地区内の動植物調査
（H22.7.7）　中学生に飛び入りで調査
参加してもらった。

○ 高校生による地区内の動植物調査
（H18.7.25）　捕獲した動物について
説明を受ける。

○ 高校生による地区内の動植物調査
（H18.7.25）　捕獲した生物は一本杉
福地地区の農村公園保全池に放流した。
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 7 地区名 福寿野地区

団 体 名：
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

関連団体

関連団体の
ホームページ

○若い世代の参加を得るため、「飛び出せ高校生」と連携し、生き物調査に高校生の参加を得た。又、福
寿野地区内で農業体験学習を行っている中学生（５人）より飛び入り参加してもらった。

○隣接している一本杉福地地区で実施した施設の検証から、魚類等の保全のため、年間を通しての通水確保と、
サギ対策などが課題となった。

○環境情報協議会で提案された「若い世代が参加しやすいように」について、地元中学生や神室産業高校
生の参加を得た。

活動の自己評価

○隣接している一本杉福地地区で実施した施設の検証を行いながら、福寿野地区の環境配慮整備に活か
す。

活動の成果

環境調査

整備内容を検討

整備実施

ドジョウ

アブラハヤ
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 9 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 戸沢地区 （とざわ） 整理番号 9

対象地域 戸沢村

計画 最上総合支庁農村計画課

事業 最上総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成21年度～平成22年度

事業年度 平成23年度～平成30年度

施設名 施設名 生態系配慮型水路 施設名

構造・量 構造・量 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

戸沢地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

活動の目標
（何をどうする）

戸沢地区は稲作・畑作を複合的に行なっており、営農に意欲的な地区である。しかし地区内の農地はほ
ぼ未整備・不整形であり、水路も末端部では素掘りで用排兼用である。したがって、地域農業を振興して
いく為、区画・用排水・暗渠排水・農道の整備を行うことにより生産基盤の条件を整え、また農地の集積
を行なうことにより担い手を育成していく。

・地区内および地区周辺の環境や生態系、景観に配慮した整備を行なう。
・地元住民の農業や環境に対する理解の促進を図り、地域の活性化を促す。

担当公所

事業内容

区画整理A＝　256.3ha
農道＝　30,467m
用排水路Ｌ＝　72,420ｍ

生態系配慮型水路

よどみ、深みを設ける

・ため池から続く水路によどみや深みをつくり、生物の産卵場所を保全していく。
・山地排水を受ける水路は、山とほ場の景観的な連続性を保つため、切土法面の緑化対策を行なう。

切土法面の緑化

暗渠排水＝　268ha

事業年度

施設整備

○ 田んぼの生き物調査により環境配
慮への理解の促進（H21.8.6）

○ 田んぼの生き物調査により環境配
慮への理解の促進（H22.8.6）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 9 地区名 戸沢地区

団 体 名：
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

関連団体

関連団体の
ホームページ

○県・戸沢村・土地改良区・地元が参集した事業説明会では、環境配慮計画を協議し、関係者の意思統一
が図られた。

活動の自己評価

○地元住民が参加した生き物調査では、地域に生息するの生き物についての理解を深めることができた。

事業説明会や生き物調査の結果をもとに、地域住民の意向を反映し、環境・景観に配慮しつつ維持管理
を考慮した整備計画を立てることができた。

活動の成果

山

田

水
緑化部分

②①

深み･よどみ

沼

沼

－　16　－



事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 10 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 豊里地区 （とよさと） 整理番号 10

対象地域 長井市

計画 置賜総合支庁農村計画課

事業 置賜総合支庁西置賜農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成15年度～平成16年度

事業年度 平成17年度～平成22年度

施設名 施設名 環境保全空間 施設名

構造・量 石積護岸 Ｌ＝100ｍ 構造・量 （カキツバタ植栽地） 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

施設整備

環境配慮型水路

豊里地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

生態系に配慮した水路整備と希少植物の保全活動

活動の目標
（何をどうする）

 本地区は、水稲を基幹として平均耕作面積は0.75ha/戸となっているが、農地は周辺地域では唯一残され
た未整備地域であり、農業従事者の高齢化や後継者不足等による農地の遊休化が懸念される状況となって
いる。このため、区画整理や暗渠排水の基盤整備を契機として、土地利用区分を明確化し、農業生産法人
を中心として担い手への面的集積と作業受委託等による経営規模拡大で生産コストの低減を図る。

・景観や生態系に配慮した水路整備
・直営施工と地域住民参加による希少植物の移植作業と保全活動

担当公所

区画整理 A= 71.5ha
暗渠排水 A= 23.4ha

事業内容

事業年度

○ 直営施工によるカキツバタ植栽の
準備作業（H21.6.12）

○ 生物生息調査（H18.6） ○ 稀少植物を地区外区域へ移植
（H18.6）

○ 直営施工によるカキツバタの移植
（H21.6.13）

○ 直営施工による カキツバタの株分
け作業（H20.11.21)

○ 直営施工によるカキツバタの植栽
（H21.6.13)
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 10 地区名 豊里地区

団 体 名：
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

関連団体

関連団体の
ホームページ

○直営施工や環境情報協議会を通して環境配慮施設に対する地元との合意形成が図られ、環境保全と今後
の維持管理への理解が深まった。

活動の自己評価

○カキツバタ植栽作業(直営施工)では小学校や子供育成会の協力で多数の参加を得た。

直営施工及び地域住民参加によるカキツバタ植栽作業により、環境保全活動への関心及びカキツバタ植
栽地への愛着心が醸成された。

活動の成果

環境配慮型水路及び
カキツバタ植栽地

－　18　－



事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 11 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 下九野本地区 （しもくのもと） 整理番号 11

対象地域 長井市

計画 置賜総合支庁農村計画課

事業 置賜総合支庁西置賜農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成17年度～平成20年度

事業年度 平成21年度～平成25年度

施設名 施設名 環境配慮型水路 施設名 環境保全空間

構造・量 底なし水路 L=300ｍ 構造・量 （魚巣枡） 構造・量 （保全池）

詳細 詳細 　　　３ヶ所 詳細  Ａ≒30㎡

主な活動状況

下九野本地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

生態系に配慮した水路整備と希少植物の保全活動

活動の目標
（何をどうする）

本地区は水稲を基幹作物とし野菜や花卉を組み合せた複合経営を行っているが、区画が小さく農道が狭い
うえに、水路は用排兼用の土水路であるため、担い手への集積や集団化の支障となっている。このため、
区画整理及び暗渠排水の基盤整備を契機として担い手への農地集積を進め、安定した農業経営（水稲＋野
菜（花卉））を推進するものである。

生態系に配慮した環境配慮型水路の整備を行うとともに、希少動植物の捕獲、移動作業を行う

担当公所

事業内容

区画整理 A= 46.4ha
暗渠排水 A= 46.4ha

環境配慮型水路

事業年度

施設整備

○ ほ場整備工事区域内の生き物調査
（H22.8.12）　地区外へ放流

○ 環境情報協議会（H22.7.27） ○ ほ場整備工事区域内の生き物調査
（H22.8.12）

○ ほ場整備工事区域内の生き物調査
（H22.8.12）

－　19　－



事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 11 地区名 下九野本地区

団 体 名：
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

関連団体

関連団体の
ホームページ

活動の自己評価

活動の成果

未施工

H22施工

H22施工

環境配慮型水路
（魚巣枡）

生涯学習プラザ

長井市防災公園予定地

環境配慮型水路
（魚巣枡）

環境配慮型水路

環境配慮型水路
（魚巣枡）

保全池

現況水路（素堀） 大雨時（H19.6.29）

未施工

未施工

未施工
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 12 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 こうずく地区 整理番号 12

対象地域 東置賜郡川西町

計画 置賜総合支庁農村計画課

事業 置賜総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成20年度～平成21年度

事業年度 平成22年度～平成26年度

施設名 施設名 環境保全型水路 施設名

構造・量 Ｌ＝７０ｍ 構造・量 石積水路Ｌ＝１０ｍ 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

こうずく地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

・ほ場整備区域内に生息する希少動植物等の生息・生育環境の保全【最小化】
・うるおいとやすらぎ空間のある生活環境の整備【農村景観の保全】

活動の目標
（何をどうする）

将来の農業生産を担う認定農業者や農業生産法人などの経営体の育成と増加を目指しながら、これらの
経営体が効率的かつ安定的な農業経営を確立するため、経営体への農用地の面的集積を図り、必要となる
生産基盤整備及び生活環境整備と経営体の育成を一体的に実施する。また、地区内の優良農地を将来にわ
たり適切に維持・保全することで、食料自給率の向上、農業農村の持つ多面的機能の十分な発揮を図る。

・地域住民参加による環境や生態系、景観に配慮した整備
・取組を通じて、地元住民の農業や環境に対する理解の促進を図り、地域の活性化を促す

担当公所

区画整理工　Ａ＝93.5ha
暗渠排水工　Ａ＝91.3ha

事業内容

事業年度

うち魚巣桝Ｌ＝２０ｍ
施設整備

環境保全型水路

○ 地区内の昆虫、水生生物の生息調
査を実施（H21.8.3）

○ 環境情報協議会を設立し、環境調
査計画の進め方等を説明
（H21.7.25）

○ 地区内の植物、水生生物の生息調
査を実施（H216.3）

○ 地区内の昆虫、水生生物の生息調
査を実施（H21.8.3）

○ 地区内の植物、水生生物の生息調
査を実施（H216.3）

○ 本地区の環境配慮計画について、
生息調査結果にもとづいて説明。
（H21.10.3）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 12 地区名 こうずく地区

団 体 名： 山形県立置賜農業高等学校
連 絡 先： 東置賜郡川西町大字上小松3723
Ｔ Ｅ Ｌ ： 0238-42-2101

掲載内容： 農業クラブ全国大会受賞について http://www.okitama-ah.ed.jp/

地区概要図

活動の自己評価

置賜農業高等学校の生徒と協働で、生き物調査や環境配慮計画の策定を行い、参加した高校生の水田整
備の理解と環境意識の向上が図られた。

活動の成果

関連団体

関連団体の
ホームページ

正面図

断面図

平面図

農道

農道

空積

二次製品水路

石積み水路

Ｌ＝10ｍ

1：1.0
1：1.0

受益面積　９３．５ha

L=70m

環境保全型水路 70m
RC水路+魚巣桝4ヶ所

矢ノ目排水路

カキツバタ

カキツバタ

　環境保全型水路
　石積み １０ｍ * ２箇所

－　22　－



事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 13 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業（面的集積型）

地区名 浅立地区 （あさだち） 整理番号 13

対象地域 白鷹町

計画 置賜総合支庁農村計画課

事業 置賜総合支庁西置賜農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成21年度～平成22年度

事業年度 平成23年度～平成27年度

施設名 施設名 施設名

構造・量 水田魚道 構造・量 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

・環境調査及び「水田魚道」の試験施工による効果検証を行い、基盤整備による生態系への影響を軽減し
た事業計画を策定する

施設整備

環境配慮型水路

浅立地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

活動の目標
（何をどうする）

将来の農業生産を担う効率的かつ安定的な経営体を育成し、これらの経営体が農業生産の相当部分を担
う農業構造を確立するため、必要となる生産基盤及び生活環境の整備と経営体の育成を一体的に実施す
る。優良農地を将来にわたり適切に維持・保全することで、食料自給率の向上、農業の多面的機能の十分
な発揮を図る。

・地域住民と高校生協働による環境や生態系に配慮した整備計画の策定
・取組を通じて、地元住民の農業や環境に対する理解の醸成を図るとともに、世代間協働による地域の活
性化を促す

担当公所

区画整理A=２２．９ha

事業内容

事業年度

○ 水田魚道設置状況
　　４度タイプ（H21.5.21）

○ 県立置賜農業高校環境緑地科環境
プロジェクト班協力による水田魚道
設置箇所の現地測量（H22.4.26）

○ 測量成果を基に設計を行い、高校
生を中心に魚道の部材加工を実施
（H22.5.14）

○ 水田魚道溯上状況調査（H22.5.22～
約１ヶ月）溯上確認魚種：ﾅﾏｽﾞ、ｷﾞﾝﾌﾞ
ﾅ、ｳｸﾞｲ､ﾀﾓﾛｺ､ﾄﾞｼﾞｮｳ､ﾓﾂｺﾞ､ｺｲなど

○ 地域住民、高校生協働により水田
魚道２タイプを直営施工により設置
（H22.5.21）

○ 排水路の増水により水田魚道が洗
掘等の被害を受け、地域住民と高校
生協働で補強作業を実施
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 13 地区名 浅立地区

団 体 名： 山形県立置賜農業高等学校
連 絡 先： 東置賜郡川西町大字上小松3723
Ｔ Ｅ Ｌ ： 0238-42-2101

掲載内容： 農業クラブ全国大会受賞について http://www.okitama-ah.ed.jp/

地区概要図

関連団体

関連団体の
ホームページ

○ 地域住民、高校生協働により「水田魚道」が試験施工され、設置後のモニタリング調査結果を参考に、
地元が求める環境保全水路を環境配慮計画として策定できた。

活動の自己評価
○ 水田魚道設置は県内初の試みであったが、地区内排水路から隣接する水田への溯上効果が確認され、環
境面での水田が持つ機能及び農業用排水路の役割等を再確認できた。
○ 水田魚道設置は、高校生が持つ測量技術、地元住民の杭打ち、土のう積み技術を相互に指導習得する場
となり、地域住民と高校生の世代間協働の絶好の機会となった。

本年度、地域住民からの情報をもとに、最上川との関わりの深い地区内排水路に、「水田魚道」を地域
住民、高校生が主体となり設置（H22.5.21）し、その後のモニタリング調査結果等を参考に、基盤整備
事業における環境配慮計画を策定することができた。

活動の成果

イメージ図

平　面　図

側　面　図
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 14 地区名

事業名 ため池等整備事業

地区名 東山地区 （ひがしやま） 整理番号 14

対象地域 鶴岡市

計画 庄内総合支庁農村計画課

事業 庄内総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成12年度

事業年度 平成13年度～平成22年度

施設名 施設名 施設名

構造・量 環境配慮型整備一式 構造・量 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

施設整備

上池

生態系配慮のため水辺
空間を保全した。

東山地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

・ため池周辺の生態系調査
・ため池整備工法の検討
・ため池維持管理方法の検討

活動の目標
（何をどうする）

鶴岡市羽黒町に位置する本ため池は、上池と下池共に堤体法尻及び底樋から漏水が見られ、また堤体変
形から構造上不安定な状況にあり、洪水吐の著しい断面不足、取水施設の老朽化が甚だしいため、早急に
改修を行い渇水時における用水の安定確保に万全を期すと共に、堤体崩壊による人命、農地、農業用施設
等への被害を未然に防止することを目的とする。

地域住民の意向を取り入れた自然環境や景観の保全整備及びため池敷地の保全方法の検討

担当公所

ため池整備　１箇所
　堤高：14.7m　　堤長：143.8m　　有効貯水量：101,000m3

事業内容

事業年度

○上池整備前の「生き物引越し作
戦」～おっ、これは珍しいぞ！
（H21.10.17）

○整備検討委員会による上池の生態
系調査（H16.10.22）

○整備検討委員会による現況上池落
水後の現地視察（H19.9.19）

○上池整備前の「生き物引越し作
戦」～記念写真、はいチーズ。あっ
逃げた！（H21.10.17）

○上池整備前の「生き物引越し作
戦」～これ、何かな？
（H21.10.17）

○整備検討委員会による上池整備後
の現地視察（H21.10.17）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 14 地区名 東山地区

団 体 名： 鶴岡市立羽黒第四小学校
連 絡 先： 山形県鶴岡市羽黒町上野新田字二段割１－２
Ｔ Ｅ Ｌ： ０２３５－６２－４３２０

掲載内容：

地区概要図

○地域住民の意向を取り入れるため整備検討委員会を組織し、そこでの議論を通して自然環境や景観の保
全に向けた計画が樹立され、その計画に則った整備を実施できたことは有意義だった。

関連団体

関連団体の
ホームページ

活動の自己評価

○地元住民や有識者による検討委員会の検討を踏まえ、上池の廃止にあたって、周辺環境への影響を最小
限に抑えることができた。
○検討委員会で実施した生態系調査により、絶滅危惧種に指定されている魚類等の貴重な生物がため池周
辺に生息していることを明らかにできた。
○地元小学生等による生き物引越し作戦の活動を通して、地元住民も触れ合う機会が少ない、ため池の機
能や貴重な水辺空間、生態系を再認識してもらうことができた。
○整備検討委員会での話し合いにより、上池の維持管理は改良区から地元に委託することにした。

活動の成果

①魚類越冬用地

②上池整備後
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 15 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 家根合地区 （かねあい） 整理番号 15

対象地域 庄内町（旧余目町）

計画 庄内総合支庁農村計画課

事業 庄内総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成　年度～平成　年度

事業年度 平成11年度～平成17年度

施設名 施設名 環境保全空間 施設名

構造・量 魚巣付水路 構造・量 保全池　N=3箇所 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

施設整備

生態系配慮型水路

家根合地区

用水路L=35.6km
排水路L=22.5km

道路L=29.4km
区画整理A=206.8ha

家根合地区において、農業近代化のための土地改良整備を行い、また、地区内用排水路・暗渠排水の整
備により適正な用水配分と湿田の乾田化を図るとともに農道を整備し、大型機械の導入による省力化を促
進し、農業生産性の向上と農業経営の安定に資する。また、農業の多面的機能の十分な発揮を図る。

・メダカを通して、安全安心な農業を伝承する
・地域住民参加による環境や生態系、景観に配慮した整備

区域内に生息する生物（メダカ等）の保護
うるおいとやすらぎのある生活環境の整備

担当公所

事業内容

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

事業年度

活動の目標
（何をどうする）

○ 保全池の親水空間施設を直営施工
により行った。（H17.8）

○ ワークショップにより保全池の構
造及び維持管理方法の検討を行った
（H15.2.23）

○ 保全池の親水空間施設を直営施工
により行った。（H15.12.15）

○ 直営施工により整備した保全池の
親水空間施設を有効活用しメダカの
学習会を行った。（H21.9.3）

○ 保全池の親水空間施設を直営施工
により行った。（H16.3.20）

○ 本活動が10年目を迎えることな
り、保全池にて10周年記念大会を開
催した。（H21.8.16）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 15 地区名 家根合地区

団 体 名： NPO家根合生態系保全センター NPO落合グランドデザイン研究会
連 絡 先：
Ｔ Ｅ Ｌ：

掲載内容：

地区概要図

○ ＮＰＯによる保全池の維持管理作業が定着し、地域住民の環境保全の意識が向上した。
○ 水田にメダカを放流して安全安心のイメージで高付加価値米の販売ができた。

ワークショップなどにより保全池を作り、直営施工を実施することによって愛着の持てる施設へと変
わっていった。また、地域住民や子供たちと、生き物についての学習会や農業体験をすることにより、自
然の大切さ、地域の宝を守っていく意識が高まり地域が一つの輪になっている。

活動の成果

○ メダカの学習を通して生態系の大切さを学び、農業体験を通して農業の大切さを学び地域特性を生かし
た総合学習の向上に繋がっている。

関連団体

関連団体の
ホームページ

活動の自己評価

生

田

排

水

路

北浦堰

生態系配慮水路

ほ場整備施工 ＝環境配慮区域

家根合集落

落合集落

生態系配慮排水路

落合保全池
メダカ
タモロコ
ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ
フナ
ウグイ
モツゴ
ギンブナ
ドジョウ

家根合揚水機場
ウグイ
タモロコ
モツゴ
アブラハヤ
カマツカ
ギンブナ
ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞﾅ
コイ
ニゴイ
カワヤツメ
スナヤツメ
オイカワ
ドジョウ
ナマズ
マルタウグイ

保全池（西側）
メダカ
タモロコ
ウグイ
ドジョウ

保全池（東側）
ウグイ
タモロコ
フナ
コイ

平成１５、１６年度のモニタリング調査で確認された魚です。

ホタル水路
メダカ
（両生類）
ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ

生態系配慮
　　　用水路
メダカ
タモロコ
ドジョウ
（貝類）
カワニナ

排水路
タモロコ
ギンブナ
メダカ
ドジョウ
ウグイ
ニゴイ
モツゴ
（貝類）
マシジミ

排水路
タモロコ
ウグイ
ニゴイ
オイカワ
モツゴ
ドジョウ
メナダ
ナマズ
メダカ
（貝類）
カワニナ

宮曽根排水路
ドジョウ
タモロコ
コイ
ギンブナ
ニゴイ
アブラハヤ
ウグイ
オイカワ
カマツカ
ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ
メナダ
モツゴ
ナマズ
ウキゴリ
（貝類）
ドブガイ
カワニナ

魚の生息マップ

家根合揚水機場調整池ホタル水路

家根合保全池

生態系配慮用水路大下保全池

生態系配慮用水路

家根合堰

家根合・落合集落の

落合保全池

生

態

系

配

慮

用

水

路

宮曽根排水路

用水路

生態系配慮用水路

排水路

生態系配慮排水路

河川放流口

維持用水路

自然環境活用拠点 環境区分

自然環境活用拠点 環境区分自然環境保全拠点

自然環境活用拠点
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 16 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 鷺畑地区 （さぎはた） 整理番号 16

対象地域 鶴岡市

計画 庄内総合支庁農村計画課

事業 庄内総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成17年度～平成18年度

事業年度 平成19年度～平成24年度

施設名 施設名 生態系保全池 施設名

構造・量 石積護岸Ｌ＝310ｍ 構造・量 Ａ≒320ｍ2 構造・量

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

鷺畑地区

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

・ゾーニングを行い生態系への配慮等を行う
・歴史・景観へ配慮した施設整備等の実施

活動の目標
（何をどうする）

　本地区は水稲栽培を主とし、畑作や果樹（庄内柿）との複合経営を行っている。現状は区画が不整形、
道路が未整備のため農作業に多大な労力を費やしており、また、用水路は素掘り水路で合理的な水配分が
できず営農に支障をきたしている。このため、区画、暗渠排水を整備し、農地の集積を推進し水稲の効率
的生産を行い、大豆等の土地集約型の農業を展開する。

・ホトケドジョウを主選定種として動植物の生息空間の確保するため環境保全施設を整備する
・古墳、埋蔵文化財等の他にない環境資源に配慮した施設整備・PR活動等を行う

担当公所

区画整理A=26.3ha
暗渠排水工A=25.8ha
生態系保全整備N=１式

事業内容

事業年度

施設整備

環境保全水路

○ 工事着工前に生き物引越し作業を
行いました。（H20.7.15）

○環境情報協議会で環境配慮施設の
検討などを行っています。（H18.7
～）

○埋蔵文化財調査で弥生時代の石器
などが確認されました。
（H19.10）

○ 「飛び出せ高校生　技能実習地域
協働事業」で現地調査を行いまし
た。（H22.8.31）

○ 工事着工前に生き物引越し作業を
行いました。（H20.7.15）

○ 「飛び出せ高校生　技能実習地域協働事業」で
検討した保全池の改良案について環境情報協議会で
発表を行いました。（H22.10.1）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 16 地区名 鷺畑地区

団 体 名： 鶴岡市立東栄小学校 山形県立庄内農業高等学校
連 絡 先： 山形県鶴岡市川尻字町上１４ 山形県鶴岡市古楯跡２２１
Ｔ Ｅ Ｌ： ０２３５－６４－２１５９ ０２３５－６４－２１５１

掲載内容：

地区概要図

関連団体

関連団体の
ホームページ

○ 環境情報協議会の開催等により、地区における環境配慮の基本方針について合意形成が図られ、生態系
保全施設が造成された。

活動の自己評価

○ 地域の小学校での総合学習と連携した環境配慮の取り組みについて、合意形成が図られ、東栄小学校４
年生参加による生き物引っ越し作業が実施された。

環境情報協議会等の開催により、環境配慮の基本方針に基いた環境保全施設が造成された。また、東栄小
学校の総合学習との連携や飛び出せ高校生技能実習地域協働事業(庄内農業高校）との連携により、地域活
動での取り組みを行うことができた。

活動の成果

生態系保全空間
Ａ≒40ｍ2

環境保全水路
Ｌ=310.0ｍ

保全池
Ａ≒320ｍ2
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 17 地区名

事業名 経営体育成基盤整備事業

地区名 西郷北部地区 （にしごうほくぶ） 整理番号 17

対象地域 鶴岡市

計画 庄内総合支庁農村計画課

事業 庄内総合支庁農村整備課

概要

事業規模
(事業量）

調査計画 平成18年度～平成20年度

事業年度 平成21年度～平成26年度

施設名 施設名 保全池 施設名 魚道

構造・量 RC水路Ｌ＝3,200ｍ 構造・量 Ａ＝3.0ha 構造・量 傾斜隔壁越流型

詳細 詳細 詳細

主な活動状況

施設整備

保全水路

西郷北部地区

区画整理A=306.4ha
暗渠排水工A=306.4ha
取水施設整備（魚道含む） １式

生態系保全整備　１式

本地区は水稲栽培を主とし砂丘畑でのメロン等を組み合わせた複合経営を行っている。現状は区画が狭く
水路は素掘りで排水状況が悪いほか、農道は狭く暗渠排水も整備されていない。水源である揚水機場は老
朽化が著しく維持管理に苦慮している。これらを改善することにより担い手を育成し、農地の面的集積や
高生産性作物の導入を図り効率的、安定的な農業経営を確立する。

・里地の自然として良好な状態が残存している西茨湿原を現状のまま保存する
・「地域をミズバショウの郷にしよう」をキャッチフレーズに地域の環境保全・活性化を図っていく

L=20.0m

・地区に従来から生息する生物種を保全するため生息、生育空間を確保する
・西茨湿原を現状のまま保存する
・大山川の取水施設について、魚類の現状の自然環境が維持できるよう配慮する

担当公所

事業内容

ゆとりとうるおい
整備・活動の内容

事業年度

活動の目標
（何をどうする）

○ ミズバショウを増やすために現地
の株を移植して増殖させています。
（H22.9.27）

○ 環境情報部会で環境配慮方針、施
設の活用、維持管理などを検討して
います。（H18.7～）

○ 地域の動植物を子供会を中心とし
た地元関係者が調査しました。
（H18.7.25）

○ ミズバショウを増やすために現地
の株を移植して増殖させています。
（H22.9.27）

○ 湧水量、地下水位を測定して環境
保全施設をつくるための基礎データ
を収集しています。 （H19.9～）

○ 保全施設（保全池、保全水路につ
いて西郷小学校６年生が発表を行い
ました。（H22.12.20）
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事例集③ ゆとりとうるおい空間創造の活動事例

No. 17 地区名 西郷北部地区

団 体 名： 鶴岡市立西郷小学校
連 絡 先： 山形県鶴岡市下川字樋渡１００
Ｔ Ｅ Ｌ： ０２３５－７６－２３０７

掲載内容：

地区概要図

○ 地域のシンボルを「ミズバショウ」として湿地の保全、環境配慮を行っていくことで、合意形成が図ら
れた。その結果、西郷小学校、地域住民等とミズバショウの増殖を実施することとなった。

○ 地域の財産である「西茨湿原」、「ミズバショウ」に対する理解が深まり、地域の自然環境の大切さを
実感してもらうことができた。

活動の成果

○ 環境情報部会の開催等により、地区における環境配慮の基本方針について合意形成が図られた。

関連団体

関連団体の
ホームページ

活動の自己評価

西茨湿原のミズバショウ
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